
このイベントは、「令和４年度 依存症対策全国拠点機関設置運営事業」の一環として行われます。

【主催】国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 薬物依存研究部
企画責任者：嶋根卓也

【お申込み方法】

2023年1月19日（木）までにGoogleフォームからお申込みください。
施設ごとの人数制限は特にございませんが、個人単位でお申し込みください。
下記URLまたはQRコードよりアクセスが可能です。
URL：https://onl.sc/LbD2Afq
ご参加された方には、書籍『あなたの声を届ける』、および当日の通信費の
費用負担分として3,000円分のクオカードを後日お送りします。

【問い合わせ先】
国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 薬物依存研究部
電話：042-341-2712（内線6338）担当：野本、月～金 9:00～15:45
FAX ：042-346-1954 メール：shimane@ncnp.go.jp

日 時：2023年1月21日（土）10:00～12:30

Zoomによるオンライン開催です。
お申込み後にメールにてご案内をお送りいたします。

参加費：無 料（通信費負担としてクオカード支給あり）
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（土）

「ダルク追っかけ調査」とは、当事者が主体となった回復支援施設ダルクの有効性を明
らかにすることを目的に開始されたプロジェクトです。最新の研究結果をご報告します。

医療機関や刑務所などへのメッセージ、各種講演など社会に向けて体験談を話すときに、主催者
の期待に応えようとしてオーバーに話したり、過度におどけたりしてしまうことってないでしょうか？
依頼者や地域社会との安心・安全な連携に重要な３つのテーマについて、ぜひ、皆さまのご意見をお
聞かせください。

1. 体験談をめぐるジレンマ
2. 安全にスピーチするための工夫
3. 主催者への要望（医療、司法、教育機関）

※話題提供者：梅田靖規 様（神戸ダルクヴィレッジ）
依存症を経験した人やその家族が社会に向けて体験談スピーチを行う際のガイド『あなた
の声を届ける』の作成者。このガイドを作成した背景や思いについてお話いただきます。

第２部

意見交換会「体験談をめぐるジレンマ」（嶋根卓也、喜多村真紀）

第１部

「ダルク追っかけ調査」進捗報告（嶋根卓也、新海浩之、新田慎一郎）


